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実践例２ 妊娠中から退院後までの具体的な支援－母乳育児確立への支援

のステップ－                 
 

 妊娠中 
生まれた後の母乳育児の実際を妊婦自身がイメージでき、自ら母乳で育てようという意識を

持てるよう支援する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 分娩時及び分娩直後 

 
 
・ 赤ちゃんのからだを拭いて母親の腹部に乗せ、赤ちゃんが母親の体温で保温された状態で、母親と一

緒にしておく。 
・ 家族とともにその時間を過ごす。 
・ 赤ちゃんが吸いたいと反応したら、母親が安楽に授乳できる体制を整え初回授乳を開始する 
・ その後は終日母子同室で過ごす。 
・ これからの赤ちゃんの変化を事前にオリエンテーションする。 
 
 

  分娩後から退院まで 

 
 
・ 終日共に過ごす中で、母親が抱き方や飲ませ方を実践している場面を観察し、効果的に飲めていない

場合には具体的な対処方法を伝え、自分でできるよう見守り支える。 
・ うまくできない場合は、必要なところだけを介入して支える。 
・ 母親の授乳行動を通して生じた母親の心身の変化を見落とさず、対処する。 
・ 母親がつらいときにはつらいと言える環境を整え、母親がつらさを表出したときには、その気持ちを

受け止め支える。 
 

母乳育児のしくみと方法を伝える場面と関わり

助産師外来 

母親学級 

妊婦健診 

家族・友人 

・妊娠初期：今から起こりうる乳房の変化と母乳育児に向けての心得、母乳育児

の大切さを伝え、自ら母乳をあげたいという気持ちになるような動機づけにつ

ながる支援。 
・妊娠中期：乳房チェックや手当ての方法を通して、自分の乳房の特徴を理解で

きるような支援。 
・妊娠後期：出産直後から母乳を飲ませること、出産後に起きる乳房変化と赤ち

ゃんの要求やからだの仕組みについて具体的にイメージできるような支援。 
・母親や夫、祖父母ら、家族みんなで支えていくことの大切さを伝える。 

赤ちゃんを直接肌に感じることで、母親が安心し、母子の絆の母乳育児をスタートする 

母子が終日一緒に過ごし、母乳育児を学ぶ 


